






【要約】大動脈炎症候群の治療状況を知るため全国調査を行い、その実態を検討し、有効

かつ適切な治療法を考察した。その結果、本疾患の治療として、ステロイド剤による治療

を骨格としたアスピリン系薬剤の併用が有効であり、さらにこれらの治療で疾患の活動性

が抑えられない場合には、シクロフオスファミド等の免疫抑制剤の投与が必要と思われた。

また、症状、病態に応じて経皮的バルーン血管形成術および外科的治療も有効かつ重要と

考えられた。


